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丹
羽
博
士

国
内
外
の
学
会
で
論
文
発
表

第
32
回

国
際
皮
膚
科
学
会
総
会
講
演
に
続
き
第
52
回

日
本
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
総
会
に
お
い
て
論
文
発
表

9
月
19
日
〜
21
日
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
国
際
皮

膚
科
学
会
・
総
会
講
演
に
続
き
、
11
月
28

日
〜
30
日
（
会
場

パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜
）
第

52
回
日
本
ア
レ
ル
ギ
ー
学
会
総
会
で
、
左

記
の
よ
う
な
衝
撃
的
な
論
文
を
発
表
し

ま
し
た
。

発
生
し
た
（T

ran
sp
lan
t
,66,1193

,1998
;C
an-cer,80,1141,1997

）.

我
々
は
、
1
0
4
匹
のC

D
-1
m
ic
e

（fem
ale,

7
週
齢
）
の
背
部
を
剃
毛
後
、

initiator,D
M
B
A

とprom
oter,T

P
A

を

塗
布
す
る
発
癌
実
験
系
（Jpn

J
C
ancer

R
es,91,579,2000

）
にF

K
506

を
併
用
塗

布
し
て
、F

K
506

の
発
癌
性
を
検
索
し
た
。

結
果
は
、
14
w
ま
で
は
（
1
）

D
M
B
A

＋T
P
A

の
実
験
系
に
（
2
）

D
M
B
A

＋T
P
A

＋F
K
506

の
系
よ
り
、
発

癌
が
多
い
傾
向
で
あ
っ
た
が
、
14
w
以
降

で
は
、（
2
）
の
系
に
（
1
）
の
系
よ
り

著
し
い
腫
瘍
の
増
加
が
見
ら
れ
た
。

（0.47
0.13vs.0,10

0,025

）

ま
た
、T

P
A

を
用
い
な
いD

M
B
A

に

F
K
506

の
み
を
加
え
た
系
に
お
い
て
も
26

匹
中
4
匹
に
腫
瘍
が
発
生
し
た
。（
2
匹

が
悪
性
、
2
匹
が
良
性
）
ま
た
、
発
生
し

た
腫
瘍
中
8.
0
％
がsq

u
am
o
u
s
cell

carcinom
a

で
、
そ
の
他
はpapillom

a

で

あ
っ
た
。

以
上
の
実

験
よ
り
、
14
w

以
降
ま
で
は
、

F
K
5
0
6

は
癌

の
抑
制
に
働

き
、14
w
後
は
、

固
体
の
発
癌

を
抑
制
す
る

N
K
cell

を
叩

く
方
に
作
用
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
移
植

臓
器
を
拒
否
し
よ
う
と
す
る
正
常
な
自
己

のN
K
cell,C

D
4

細
胞
を
叩
く
薬
剤
は
、

感
染
に
の
み
な
ら
ず
発
癌
に
対
す
る
自
己

の
抵
抗
力
も
抑
え
、
こ
れ
を
何
年
も
治
療

を
続
け
、
生
命
を
脅
か
さ
ぬ
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
に
使
用
す
る
事
は
一
考
を
要
す
る
。

タ
ク
ロ
リ
ム
ス
軟
膏
は
マ
ウ
ス
の

発
癌
を
著
し
く
促
進
す
る

論
文
の
主
な
内
容

盛
ん
に
使
用
さ
れ
始
め
た
タ
ク
ロ
リ
ム

ス
軟
膏
（F

K
506

）
は
、
元
来
臓
器
移
植

の
拒
絶
反
応
を
抑
え
る
免
疫
抑
制
剤
で
、

近
来F

K
506

を
投
与
し
て
い
た
臓
器
移
植

患
者
千
例
中
、C

D
4/
C
D
8

の
低
下
を
伴

っ
た
新
し
い
固
形
癌
が
7.
2
％
の
症
例
に

医
学
用
語
解
説

●C
D
4：

抗
体
を
を
つ
く
る
の
を
助
け
る

細
胞

●C
D
8：

ウ
イ
ル
ス
に
よ
っ
て
感
染
さ
れ
た

細
胞
を
攻
撃
す
る
細
胞

●T
h2

細
胞：

C
D
4

細
胞
はTh1

とTh2

の

2
種
類
が
あ
り
、Th2

は

ア
レ
ル
ギ
ー
に
関
係
す
る

●C
D
-1

マ
ウ
ス：

実
験
用
の
ネ
ズ
ミ

●T
P
A
：

発
ガ
ン
促
進
物
質

●D
M
B
A
：

発
ガ
ン
促
進
物
質

●P
rom
oter：

発
ガ
ン
物
質
に
よ
る

腫
瘍
誘
導
の
第
一
段
階

●Initiator：

発
ガ
ン
補
助
作
用

●P
C
N
A
：
proliferating

cellnuclearantigen

増
殖
期
の
細
胞
の
核
内
に

発
現
す
る
も
の

●C
arcinom

a：

カ
ル
シ
ノ
ー
マ
悪
性
ガ
ン

上
皮
の
組
織
か
ら
発
生
す
る

●P
apillom

a：

パ
ピ
ロ
ー
マ

パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
は
腫
瘍
ウ
イ
ル
ス

乳
頭
腫

●Squam
ous

cell
carcinom

a：

扁
平
上
皮

ガ
ン

●N
K
cell：

ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞

±
 

±
 



10
月
、
東
京
・
有
楽
町
で
開

か
れ
た
日
本
癌
学
会
。
聴
衆
の

中
に
、
P
R
会
社
「
エ
ル
・
ア

イ
・
ア
イ
」
の
社
員
、
杉
山
厚

子
さ
ん
の
姿
が
あ
っ
た
。
同
社

は
主
に
果
物
な
ど
の
P
R
を
手

が
け
、
食
品
の
健
康
情
報
を
切

り
口
に
す
る
の
が
得
意
。
学
会

は
情
報
収
集
の
よ
い
機
会
だ
。

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
委
託
で
研
究

者
に
研
究
を
依
頼
し
、
成
果
を

マ
ス
コ
ミ
に
伝
え
る
こ
と
も
あ

る
。「

熟
す
ほ
ど
、
バ
ナ
ナ
の
有

効
成
分
が
増
え
る
デ
ー
タ
は
あ

り
ま
せ
ん
か
」。
杉
山
さ
ん
の
一

言
か
ら
研
究
が
始
ま
り
、
99
年
、

日
本
癌
学
会
で
の
「
熟
し
た
バ

ナ
ナ
ほ
ど
、
免
疫
活
性
力
が
強

い
」
と
い
う
発
表
に
結
実
。
1

年
余
り
に
わ
た
る
バ
ナ
ナ
ブ
ー

ム
を
起
こ
し
た
。「
飽
和
状
態
の

市
場
で
消
費
を
広
げ
る
に
は
強

い
動
機
づ
け
が
必
要
。
学
術
情

報
を
か
み
砕
い
て
健
康
に
い
い
と
伝
え
、

価
値
を
高
め
る
ん
で
す
」
と
ゼ
ネ
ラ
ル
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
正
木
陽
さ
ん
は
話
す
。

学
会
発
表
や
実
験
室
で
の
研
究
内
容

が
、
次
々
と
食
卓
へ
届
く
。「
氾
濫
す
る

健
康
情
報
に
戸
惑
っ
て
い
る
人
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
」。
東
北
大
大
学

院
の
坪
野
吉
孝
助
教
授
（
公
衆
衛
生
学
）

は
、
こ
う
し
た
情
報
を
評
価
す
る
チ
ャ
ー

ト
を
作
っ
た
。

段
階
は
五
つ
。
①
具
体
的
な
研
究
に
基

づ
く
か
②
動
物
や
細
胞
で
は
な
く
、
人
が

対
象
の
研
究
か
③
単
な
る
学
会
発
表
で
は

な
く
、
審
査
を
経
て
専
門
誌
に
発
表
さ
れ

た
論
文
に
基
づ
く
か
④
よ
り
信
頼
性
が
高

い
研
究
手
法
の
「
無
作
為
化
比
較
試
験
」

あ
る
い
は
「
前
向
き
コ
ホ
ー
ト
研
究
」
を

と
っ
て
い
る
か
⑤
複
数
の
研
究
で
支
持
さ

れ
て
い
る
か
。

こ
の
5
段
階
を
ク
リ
ア
し
て
こ
そ
、
受

け
入
れ
る
価
値
が
あ
る
と
坪
野
助
教
授
は

考
え
る
。「
学
会
発
表
の
デ
ー
タ
を
引
き

合
い
に
出
す
情
報
が
多
い
の
で
す
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
判
断
し
な
い
の
が
医
学
研
究

の
原
則
」。
が
ん
と
食
物
の
関
係
で
は
、

こ
の
5
条
件
を
満
た
す
情
報
は
ま
だ
少
な

い
と
い
う
。

「
抗
酸
化
物
質
が
、
が
ん
や
糖
尿
病
、

動
脈
硬
化
を
防
ぐ
」。
最
近
、
注
目
を
集

め
る
話
題
だ
。
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
、
リ
コ

ピ
ン
な
ど
食
品
に
含
ま
れ
る
抗
酸
化
物
質

の
解
明
が
進
ん
で
い
る
。

し
か
し
、「
こ
う
し
た
物
質
を
含
む
食

品
を
人
が
ど
の
程
度
食
べ
れ
ば
、
病
気
予

防
に
効
果
が
あ
る
か
、
と
い
う
研
究
は
こ

れ
か
ら
。
ま
だ
体
内
の
抗
酸
化
レ
ベ
ル
を

測
る
適
切
な
物
差
し
を
探
し
て
い
る
段
階

で
す
」
と
五
明
紀
春
・
女
子
栄
養
大
教
授

（
食
物
栄
養
学
）
は
言
う
。

そ
れ
で
も
、
野
菜
と
果
物
が
ほ
と
ん
ど

の
部
位
の
が
ん
に
対
し
て
発
生
リ
ス
ク
を

抑
え
る
こ
と
は
、
数
々
の
疫
学
研
究
の
結

果
か
ら
、
お
そ
ら
く
確
実
と
さ
れ
る
。
た

だ
、
食
べ
る
量
は
一
般
に
考
え
ら
れ
て
い

る
よ
り
、
ず
っ
と
少
な
く
て
よ
い
可
能
性

も
あ
る
。

今
年
11
月
1
日
号
の
「
国
際
が
ん
ジ
ャ

ー
ナ
ル
」
に
発
表
さ
れ
た
厚
生
労
働
省
の

前
向
き
コ
ホ
ー
ト
研
究
で
は
、
野
菜
と
果

物
を
食
べ
る
頻
度
を
た
ず
ね
た
上
で
約
4

万
人
を
10
年
間
追
跡
調
査
し
た
。
そ
の
結

果
、
緑
色
野
菜
を
週
1
日
未
満
し
か
食
べ

な
い
グ
ル
ー
プ
に
比
べ
、
週
1
〜
2
日
食

べ
る
グ
ル
ー
プ
は
胃
が
ん
の
発
生
率
が
約

20
％
下
が
っ
た
。
が
、
食
べ
る
頻
度
が
そ

れ
よ
り
増
え
て
も
リ
ス
ク
は
そ
れ
以
上
減

ら
な
か
っ
た
。
黄
色
野
菜
も
果
物
も
ほ
ぼ

同
じ
。

こ
の
研
究
だ
け
で
は
、
結
論
は
出
せ
な

い
が
、「
食
物
の
摂
取
量
と
が
ん
の
リ
ス

ク
の
関
連
は
、
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
リ

ス
ク
が
下
が
る
と
は
限
ら
な
い
」
と
国
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
研
究
所
の
津
金
昌
一
郎
・

臨
床
疫
学
研
究
部
長
は
言
う
。

「
何
か
油
も
の
を
控
え
た
方
が
い
い
で

す
ね
」。
大
阪
市
の
財
団
法
人
「
若
さ
の

栄
養
学
協
会
」。
食
事
指
導
で
栄
養
士
が

60
代
の
女
性
会
員
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
。
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健康情報

「
体
に
効
く
」
実
は
未
解
明

学
会
発
表
、
研
究
の
一
段
階



「
ビ
タ
ミ
ン
E
が
老
化
防
止
に
役

立
つ
」
と
聞
き
、
毎
食
黒
ゴ
マ

を
大
さ
じ
1
杯
ご
飯
に
か
け
、

夕
食
後
に
は
松
の
実
20
粒
を
食

べ
て
い
た
。
結
果
、
油
分
が
過

剰
に
。
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
が

上
が
っ
て
い
た
。
説
明
を
受
け

た
女
性
は
、「
じ
ゃ
あ
、
松
の
実

を
や
め
ま
す
」
と
納
得
し
た
。

同
会
で
は
、
約
7
0
0
人
の

会
員
に
年
1
回
、
食

事
指
導
を
す
る
。
指

導
に
携
わ
る
管
理
栄

養
士
で
相
愛
女
子
短

大
助
教
授
の
林
敬
子

さ
ん
は
「
健
康
の
意

識
を
高
め
、
知
識
を

得
る
の
は
い
い
の
で

す
が
、
そ
れ
だ
け
、

と
過
激
に
受
け
取
っ

て
し
ま
う
の
は
問
題
。

栄
養
の
バ
ラ
ン
ス
を

崩
さ
な
い
程
度
、
ほ

ど
ほ
ど
で
」
と
話
し

て
い
る
。

◆
無
作
為
化
比
較
試
験

対
象
者
を
無
作
為
に

2
集
団
に
わ
け
、
一

方
に
だ
け
効
果
を
確
か
め
た
い
栄
養
剤
な

ど
を
与
え
、
他
方
と
比
較
す
る
。

◆
前
向
き
コ
ホ
ー
ト
研
究

数
万
人
単
位
の
集
団
を
対
象
に
、
生
活
習

慣
を
調
べ
た
上
で
長
期
追
跡
調
査
し
、
病

気
の
発
生
と
の
関
連
を
調
べ
る
。
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丹
羽
S
O
D
様
作
用
食
品
の
開
発
者
で
あ

る
丹
羽
耕
三
博
士
は
、
丹
羽
免
疫
研
究
所

所
長
で
あ
り
土
佐
清
水
病
院
院
長
と
し

て
、
毎
日
、
医
療
の
現
場
で
、
癌
、
ア
ト

ピ
ー
、
膠
原
病
な
ど
の
難
病
に
苦
し
む
患

者
さ
ん
達
の
治
療
に
あ
た
ら
れ
て
い
ま

す
。丹

羽
博
士
は
昭
和
37
年
に
京
都
大
学
医

学
部
を
卒
業
さ
れ
、
医
学
博
士
を
取
得
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
活
性
酸
素
と
S
O

D
の
研
究
を
臨
床
家
と
し
て
国
内
は
も
ち

ろ
ん
、
世
界
的
に
も
最
も
早
く
か
ら
手
掛

け
ら
れ
、
世
界
的
権
威
と
し
て
、
広
く
海

外
に
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

S
O
D
な
ど
の
生
体
防
御
の
研
究
論
文

が
著
名
な
英
文
国
際
医
学
雑
誌
に
続
け
て

発
表
さ
れ
、そ
の
数
は
70
編
を
越
し
ま
す
。

多
忙
な
治
療
の
傍
ら
、
国
際
医
学
専
門
誌

（B
iochem

ical
P
harm

acology)

へ
の

投
稿
論
文
の
審
査
員
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
内
で
は
、
べ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
や
リ
ュ
ー

マ
チ
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
治
療
・

S
O
D
様
作
用
食
品
の
開
発丹羽耕三博士

研
究
に
長
年
従
事
し
、
多
く
の
難
病
の
原

因
を
活
性
酸
素
の
異
常
か
ら
解
明
し
、
こ

れ
ら
の
難
病
の
治
療
に
関
し
て
、
S
O
D

様
作
用
食
品
等
の
低
分
子
抗
酸
化
剤
や
抗

癌
剤
を
自
然
の
植
物
・
穀
物
よ
り
開
発

し
、
大
き
な
治
療
効
果
を
上
げ
て
い
ま
す
。

私
が
開
発
し
た
天
然
の
抗
酸
化
剤
で
あ

る
S
O
D
様
作
用
食
品
は
、
い
ま
全
国
の

何
十
万
人
、
何
百
万
人
と
い
う
方
々
に
健

康
食
品
と
し
て
愛
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
何

百
人
と
い
う
医
師
に
も
医
療
現
場
で
難
病

の
患
者
さ
ん
に
使
っ
て
い
た
だ
き
、
優
れ

た
治
療
効
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

食 べ て 健 康 ？

にぎわう健康や栄養に
関するイベント会場。食
生活のアドバイスコーナ
ーでは、相談する会社員
たちの姿も目立った＝東
京都中央区で



丹
羽
博
士
の
著
書

丹
羽
博
士
の
、
一
般
向
け
の
著
書
の
一
部

を
紹
介
し
ま
す
。
活
性
酸
素
と
病
気
、
Ｓ
Ｏ

Ｄ
に
つ
い
て
、
平
易
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

「
安
心
の
医
療
・
本
当
の
健
康
」
（
み
き
書
房
（
株
））

「
ク
ス
リ
で
病
気
は
治
ら
な
い
」
（
み
き
書
房
（
株
））

「
白
血
病
の
息
子
が
教
え
て
く
れ
た
医
学
の
心
」

（
草
思
社
（
株
））

「
活
性
酸
素
で
死
な
な
い
た
め
の
食
事
学
」

（
廣
済
堂
（
株
））

「
正
し
い
『
ア
ト
ピ
ー
』
の
知
識
」
（
廣
済
堂
（
株
））

「
天
然
S
O
D
製
剤
が
ガ
ン
治
療
に
革
命
を
起
こ
す
」

（
廣
済
堂
（
株
））

「
医
は
仁
術
な
り
」

（
致
知
出
版
（
株
））

「
S
O
D
様
作
用
食
品
の
効
果
﹇
小
冊
子
﹈

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
全
20
巻

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
に
つ
い
て

日
本
S
O
D
研
究
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
発
行

し
た
「
会
報
」
の
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
を
用
意
し
て

い
ま
す
。
様
々
な
疾
患
と
活
性
酸
素
の
関
係
に
つ

い
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

ご
要
望
の
方
は
、
最
寄
り
の
取
扱
店
ま
た
は
、

日
本
S
O
D
研
究
会

（
〇
四
九
‐
二
五
五
‐
八
七
二
八
・
F
A
X
兼
用
）

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【お問い合せ先】

SODロイヤル ルイボスTX
SOD様作用食品

自然の
ミネラル
カフェインはゼロ

丹羽博士が
開発した
特許抗酸化食品

奇跡のお茶
濃縮タイプ

日 本 S O D 研 究 会 N o . 4 5
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丹羽SOD様作用食品
『SODロイヤル』が製品になるまで

SOD関連出版物一覧

あ
し
た
も
元
気
（
No
37
）

〜
日
本
の
食
生
活
〜

毎
日
の
食
事
か
ら
見
る
栄
養

野
菜
に
つ
い
て

ニワ・ルイボスティ天然
製材

ルイボス茶濃縮型

野
菜
に
は
、
葉
や
茎
を
食
べ
る
葉
茎
菜
類
、
根
を

食
べ
る（
ダ
イ
コ
ン
、
ニ
ン
ジ
ン
、
ご
ぼ
う
な
ど
）根

菜
類
、
実
を
食
べ
る（
ト
マ
ト
、
か
ぼ
ち
ゃ
な
ど
）果

菜
類
、
花
を
食
べ
る（
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
な
ど
）花
菜
類
・
・
・
と
多
く
の
種
類
が
あ
り
ま

す
。

野
菜
に
は
水
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
の
で
低
カ

ロ
リ
ー
で
す
。
栄
養
成
分
と
し
て
は
、
ビ
タ
ミ
ン
A

（
カ
ロ
チ
ン
）、
ビ
タ
ミ
ン
C
、
ミ
ネ
ラ
ル
、
食
物
繊

維
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

（
緑
黄
色
野
菜
）1
0
0
g
あ
た
り
カ
ロ
チ
ン
6
0

0
μ
g
以
上
を
含
む
野
菜
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

青
菜
な
ど
の
濃
い
緑
色
の
も
の
や
、
ニ
ン
ジ
ン
や
か

ぼ
ち
ゃ
な
ど
の
赤
、
黄
色
の
も
の
で
す
。

●
カ
ロ
チ
ン

カ
ロ
チ
ン
と
は
野
菜
や
果
物
の
色
素
の
こ
と
。
人

間
の
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン
A
に
変
わ
る
。
β
ー
カ
ロ

チ
ン
と
は
、
カ
ロ
チ
ン
の
中
で
最
も
量
が
多
く
、
ビ

タ
ミ
ン
A
に
変
わ
り
や
す
い
。

カ
ロ
チ
ン
は
加
熱
を
し
て
も
損
失
が
あ
ま
り
な
く
、

油
脂
と
一
緒
に
摂
る
こ
と
で
体
内
で
の
ビ
タ
ミ
ン

A
に
変
わ
る
率
が
高
く
な
る
。

●
ビ
タ
ミ
ン
C

ビ
タ
ミ
ン
C
は
加
熱
、
水
に
つ
け
る
、
空
気
に
さ
ら

す
こ
と
に
よ
っ
て
失
わ
れ
や
す
い
。
野
菜
を
茹
で
る

な
ら
、
高
温
・
短
時
間
で
。
レ
ン
ジ
を
利
用
す
る
と

失
わ
れ
に
く
い
。

【
栄
養
士
　
高
橋
広
海
】

栄養成分の多い野菜

okada
長方形
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